
青空と陽の光に祝福された４月９日、本校体育

館で令和８年度入学式が挙行され、小学部３名、

中学部４名の新入生を迎え、全校児童生徒３１名

が今年度の第一歩を踏み出しました。保護者の皆

様には、お子様の御入学、御進級、まことにおめで

とうございます。 

私たちは、学校を「未来の国際社会を生き抜く

ために 必要な力を身につける場」ととらえ、教職

員。スタッフ一同、総力を挙げて教育にあたって

まいります。 

学校教育目標 

「国際感覚を身につけ、確かな学力と豊かな人間

性を備えた児童生徒の育成」 

合い言葉 

「自立・貢献」 

今年度、新たに掲げた「合い言葉」は、ヨハネス

ブルグ日本人学校（以下、JSJ）で学ぶ児童生徒の

バックボーンとなる考え方です。「自立」とは、自

分の力でやっていくこと。考え、判断し、選択し、

責任ある決定と行動をすること、この過程を人任

せにしないことが「自立」です。まずは社会的自立

を目指し、自分自身の進路を選択できるように授

業を中心とした場で学力の向上を図ること、特に

「思考力・判断力・表現力」の育成、「思考力」の

土台となる「読み・書き・文章の力」の育成を全て

の教育活動の中で実践していきます。また、「貢献」

とは、他の誰かのため、何かのために力を発揮す

ることです。そうすることが回り回って自分自身

の力を向上させ、幸せや社会的成功につながって

いくと考えています。JSJ では、行事や日常のあら

ゆる教育活動において、学年や発達段階に応じた

「貢献」の場を設けるほか、南アフリカ・ヨハネス

ブルグならではの体験活動や国際交流活動を通じ

て「関わる力」を育成します。 

JSJ では、子ども達が不透明な未来の国際社会

にも怯むことなく一歩を踏み出し、やがて社会を

担い新たな世界を創りあげていけるよう、教育実

践に努めてまいります。よろしくお願い申し上げ

ます。 

 

R8 JSJ の主な教育活動 
・EC (English Conversation) :全学年 
・運動会 ：９月 
・学習発表会 ：１０月 
・体験活動 全校遠足:５月,野外学習活動（高学

年･中学部）/ふれあいウィーク（低･中学年）:
６月,現地施設見学,現地校交流等 

・年間６回の国際交流 
・年間５回の避難訓練 
 
 
令和８年度新派遣教師が着任 

4 月 9 日の着任式で 3 名の新派遣教師が着任し

ました。 

石山 秀樹 校長（埼玉県） 

上羽 貴之 教諭（群馬県）小学部 3 年担任 

松倉 沙莉 教諭（横浜市）小学部 5･6 年担任 

また、もう一人、久下 佳子 教諭が査証取得手

続のため、5 月に着任の予定です。授業は、オンラ

インと教師による代行で進めてまいります。 

どうぞよろしくお願いします！ 
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